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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】  簡便なシステム構成で内視鏡検査が可能とな
り、しかも使い勝手の良い内視鏡を提供する。
【解決手段】  挿入部５の先端部１３内にＣＣＤ１６を
内蔵した電子内視鏡２の操作部６内にはＣＣＤ１６を駆
動するＣＣＤ駆動回路１８と、ＣＣＤ出力信号に対する
信号処理を行う信号処理回路１９とを設け、さらに光源
装置３に接続されるライトガイド口金９におけるライト
ガイドファイバ１２の入射端面１２ａの周囲には太陽電
池２７が配置され、この太陽電池２７に照射された光に
より発生した起電力は電源線２８によりＣＣＤ駆動回路
１８と信号処理回路１９に駆動電源として供給され、信
号処理回路１９の出力端に接続された信号線２１を接続
ケーブル２３を介して直接モニタ４に接続し、カメラコ
ントロールユニットを用意することなく、簡便な構成で
内視鏡検査を行える構成にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光源装置から入射された照明光を被写体
に導光する導光手段と、
前記照明光が照射された被写体像を撮像する固体撮像素
子と、
前記撮像手段の駆動信号を発生するとともに、前記撮像
手段から出力される信号を処理する信号処理手段と、
前記導光手段の照明光入射部の近傍に配設され、前記光
源装置から入射された照明光の少なくとも一部を受光し
て光電変換する光電変換手段と、
前記導光手段及び前記光電変換手段を前記光源装置に対
して接続する接続手段と、
前記光電変換手段により発生した電力を電源として前記
信号処理手段を駆動する手段と、
を備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  光源装置から入射された照明光を被写体
に導光する導光手段と、
前記導光手段の照明光入射部の近傍に配設され、前記光
源装置から入射された照明光の少なくとも一部を受光し
て光電変換する光電変換手段と、
前記導光手段及び前記光電変換手段を前記光源装置に対
して接続する接続手段と、を有し、
前記光電変換手段により発生した電力を電源とすること
を特徴とする内視鏡。
【請求項３】  観察部位を照明する照明光を発生する光
源手段と、
前記光源手段から入射された照明光を被写体に導光する
導光手段と、
前記照明光が照射された被写体像を撮像する固体撮像素
子と、
前記撮像手段の駆動信号を発生するとともに、前記撮像
手段から出力される信号を処理する信号処理手段と、
前記導光手段の照明光入射部の近傍に配置され、前記光
源手段から入射された照明光の少なくとも一部を受光し
て光電変換する光電変換手段と、
前記導光手段及び前記光電変換手段を前記光源手段に対
して接続する接続手段と、
前記接続手段が前記光源装置手段に対して接続されるこ
とにより、前記光電変換手段にて発生した電力を前記信
号処理手段に供給する電力供給手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は観察部位に対して内
視鏡検査を行うための内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、特開平７－１８４８５４号公報で
示されているように挿入部先端に電荷結合素子（ＣＣＤ
と略記）等の固体撮像素子を内蔵し、このＣＣＤによっ
て体腔内を観察する電子内視鏡が普及している。
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【０００３】従来の電子内視鏡では、ＣＣＤ、ＣＣＤ駆
動用信号線、画像伝送用信号線、電流ラインなどを含む
撮像手段のみが内視鏡に内蔵され、ＣＣＤ駆動用電源、
ＣＣＤを駆動するＣＣＤ駆動駆動回路、ＣＣＤの出力信
号に対する信号処理を行う信号処理回路などは内視鏡と
は別体のカメラコントロールユニット（或いはビデオプ
ロセッサ）に設けられており、電子内視鏡で体腔内を観
察するにはこのカメラコントロールユニットと、内視鏡
に照明光を供給するための光源装置が必要であった。
【０００４】これに対し、ＣＣＤ、ＣＣＤ駆動回路、画
像信号処理回路等を内蔵したテレビカメラをレンズ式内
視鏡の接眼部分に着脱自在に取り付けてＴＶ観察するシ
ステムにおいて、太陽電池を前記テレビカメラに内蔵
し、光源装置に接続したライトガイドファイバの照明光
の一部をこの太陽電池にあてることで電力を発生せし
め、これをＣＣＤおよび各種回路の駆動用電源とした内
視鏡撮影システムが特願平１１－３３０２０８で提案さ
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来の電子内視鏡シス
テムでは、内視鏡本体、カメラコントロールユニット、
光源装置が必須であり、大がかりな装置になってしまっ
ていた。また、内視鏡のコネクタ部分には電気接点が多
数露出しているため、洗浄、消毒時に電気接点がショー
トしたり腐食しないようにカバーで被うなど、取り扱い
に注意が必要な場合もあった。
【０００６】一方、接眼レンズが設けられた各種光学式
の内視鏡にテレビカメラを接続して観察するシステムで
は、電子内視鏡のメリットである操作性の良さ、高画質
性能、軽量であることなどが損なわれてしまう。
【０００７】（発明の目的）本発明は上述して点に鑑み
てなされたもので、簡便なシステム構成で内視鏡検査が
可能となり、しかも使い勝手の良い内視鏡及び内視鏡装
置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】光源装置から入射された
照明光を被写体に導光する導光手段と、前記照明光が照
射された被写体像を撮像する固体撮像素子と、前記撮像
手段の駆動信号を発生するとともに、前記撮像手段から
出力される信号を処理する信号処理手段と、前記導光手
段の照明光入射部の近傍に配設され、前記光源装置から
入射された照明光の少なくとも一部を受光して光電変換
する光電変換手段と、前記導光手段及び前記光電変換手
段を前記光源装置に対して接続する接続手段と、前記光
電変換手段により発生した電力を電源として前記信号処
理手段を駆動する手段と、を備えたことにより、内視鏡
の接続手段を光源装置に接続するだけ光電変換手段で発
生した電力を電源として信号処理手段を駆動し、固体撮
像素子による観察が可能となる。つまり、カメラコント
ロールユニットを必要としない簡便なシステム構成で、
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内視鏡検査が可能となるようにしている。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１及び図２は本発明の第１の実
施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の内視鏡装置
の全体構成を示し、図２はライトガイドコネクタの端面
側の部分を示す。
【００１０】図１に示す本発明の第１の実施の形態の内
視鏡装置１は、体腔内等に挿入して内視鏡検査を行うた
めの電子内視鏡２と、この電子内視鏡２に照明光を供給
する光源装置３と、電子内視鏡２に内蔵した撮像素子で
撮像した画像を表示するＴＶモニタ４とから構成され
る。
【００１１】電子内視鏡２は可撓性を有する長尺の挿入
部５と、この挿入部５の基端部に連設された操作部６
と、この操作部６の側面から延出されたユニバーサルケ
ーブル７とを有し、ユニバーサルケーブル７の端部には
ライトガイドコネクタ８が設けられている。
【００１２】このライトガイドコネクタ８の端面から突
出するように設けられたライトガイド口金９は光源装置
３のライトガイド口金受け１０に着脱自在に接続するこ
とにより、光源装置３の内部に配置された照明ランプ１
１の照明光がライトガイド口金９の内側のライトガイド
ファイバ１２の入射端面１２ａに入射される。
【００１３】照明光の導光手段としてのこのライトガイ
ドファイバ１２はユニバーサルケーブル７、操作部６、
挿入部５内に挿通され、入射端面１２ａに入射された照
明光は、このライトガイドファイバ１２により挿入部５
の先端部１３に設けた照明窓に取り付けた先端面まで導
光（伝送）される。
【００１４】そして、先端面からさらに照明レンズ１４
を経て前方の体腔内の観察対象部位等の被写体側に照明
光を出射する。この先端部１３には、照明窓に隣接して
観察窓が設けてあり、この観察窓には対物レンズ系１５
が取り付けてある。
【００１５】この対物レンズ系１５によりその結像位置
に配置された固体撮像素子としての、例えば電荷結合素
子（ＣＣＤと略記）１６の撮像面に、光学像、つまり被
写体像が結ばれる。そして、その被写体像はＣＣＤ１６
により光電変換される。
【００１６】このＣＣＤ１６は挿入部５内に挿通された
信号線１７により、例えば操作部６内に設けたＣＣＤ駆
動回路１８と信号処理回路１９とに接続されている。そ
して、ＣＣＤ駆動回路１８から出力されるＣＣＤ駆動信
号がＣＣＤ１６に印加されることにより、光電変換され
た信号電荷がＣＣＤ１６から読み出され、ＣＣＤ出力信
号として信号処理回路１９に入力される。
【００１７】また、操作部６には、静止画を表示させる
指示を行うフリーズスイッチ２０等の防水構造のスコー
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プスイッチが設けられ、信号線により信号処理回路１９
と接続されている。
【００１８】この信号処理回路１９は、入力されるＣＣ
Ｄ出力信号に対して増幅、色分離、Ａ／Ｄしてフレーム
メモリに格納、読み出し、Ｄ／Ａ変換等の信号処理を行
い、標準的な映像信号（例えばコンポジットビデオ信
号）を生成し、その出力端に接続された信号線２１によ
りその映像信号を伝送する。
【００１９】また、フリーズスイッチ２０が操作される
と、信号処理回路１９はその内部のフレームメモリへの
動画データの書き込みを禁止して、その直前に書き込ん
だ画像データをフレームメモリから繰り返し出力する状
態にして、ＴＶモニタ４には静止画像が表示されるよう
にする。
【００２０】一端が信号処理回路１９に接続されたこの
信号線２１はユニバーサルケーブル７内を挿通され、そ
の他端はライトガイドコネクタ８の側部に設けた電気コ
ネクタ受け（例えばＢＮＣコネクタ受け）２２の電気接
点に接続されている。
【００２１】この電気コネクタ受け２２には、接続ケー
ブル２３の一端に設けた電気コネクタ（例えばＢＮＣコ
ネクタ）２４が着脱自在に接続され、その他端の電気コ
ネクタ２５はＴＶモニタ４に着脱自在に接続される。そ
して、このＴＶモニタ４には信号処理回路１９により生
成された映像信号が入力されることにより、その表示面
にはＣＣＤ１６で撮像した画像が内視鏡画像として表示
される。
【００２２】このように本実施の形態では、電子内視鏡
２内に固体撮像素子を駆動する駆動手段と、固体撮像素
子の出力信号に対して映像信号を生成する処理を行う信
号生成手段（信号処理手段）とを内蔵していることが特
徴の１つとなっている。
【００２３】また、本実施の形態では以下に説明するよ
うに、光源装置３からの照明光の一部を取り込んで、上
記駆動手段や信号生成手段を駆動する電力を生成する構
成にしていることが大きな特徴となっている。
【００２４】ライトガイドコネクタ８の端面から突出す
るライトガイド口金９の端面は図２に示す構造になって
いる。図２（Ａ）はライトガイド口金９付近の縦断面を
示し、図２（Ｂ）はライトガイド口金９の端面の正面図
を示す。
【００２５】図２に示すように円柱状のライトガイド口
金９の中央に円柱状のライトガイドファイバ１２が配置
され、外部に露出するその端面が入射端面１２ａとなっ
ている。この円形の入射端面１２ａの周りには同心円状
に形成された板状の太陽電池２７が配置されている。
【００２６】なお、太陽電池２７は、図２（Ｂ）に示す
ように扇状の太陽電池セル２７ａを周方向に複数配置し
て、同心円状の太陽電池２７を形成している。太陽電池
セル２７ａはシリコンのＰＮ接合されたもので形成さ
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れ、そのＰＮ接合面で形成された受光面に光を照射する
と起電力を発生する。
【００２７】そして、このライトガイド口金９を光源装
置３のライトガイド口金受け１０に接続することによ
り、照明ランプ１１の照明光がライトガイドファイバ１
２に照射されると共に、その周囲に配置した太陽電池２
７（の受光面）にも照射されるようにしている。
【００２８】なお、ライトガイドファイバ１２と太陽電
池２７の形状や配置はこれに限定されるものではなく、
方形や三角形のものを効率良く配置しても良い。また、
太陽電池２７やライトガイドファイバ９の端面を保護す
るために、ライトガイド口金９の端面を透明な板ガラス
で被うようにしても良い。この太陽電池２７の受光面に
照射された照明光はこの太陽電池２７により光電変換さ
れて、直流の電力に変換され、この太陽電池２７の裏面
に設けられた図示しない出力端子から出力される。
【００２９】この出力端子には電源線２８の一端が接続
され、図１に示すようにユニバーサルケーブル７内を挿
通された電源線２８の他端はＣＣＤ駆動回路１８と信号
処理回路１９との各電源端子に供給される。
【００３０】そして、この電源線２８で給電される直流
電力により、ＣＣＤ駆動回路１８は上述したＣＣＤ駆動
信号を生成する処理を行い、信号処理回路１９はＣＣＤ
出力信号に対して映像信号を生成する処理を行う。な
お、ＣＣＤ駆動回路１８は信号線１７によりＣＣＤ１６
に水平転送信号、垂直転送信号等のパルス状のＣＣＤ駆
動信号を印加する他に、直流の電源電圧も印加する（信
号線１７は複数の信号線で構成されている）。
【００３１】なお、ＣＣＤ駆動回路１８や信号処理回路
１９を駆動する直流電力は、前記太陽電池２７で発電さ
れて供給されるが、必要に応じて太陽電池２７の出力端
子と電源線２８の間或いは電源線２８の途中等に安定化
電源回路を設け、一定した安定した電圧値の直流電力に
変換してＣＣＤ駆動回路１８や信号処理回路１９に供給
するようにしても良い。
【００３２】次にこのような構成による本実施の形態の
作用を説明する。ライトガイドコネクタ８のライトガイ
ド口金９が光源装置３に接続されると、照明ランプ１１
から出射された照明光がライトガイド口金９の端面全体
に照射される。
【００３３】ライトガイド口金９の端面の中央部分に照
射された照明光はライトガイドファイバ１２の入射端面
１２ａに入射し、ユニバーサルケーブル７、操作部６を
経て挿入部５の先端面からさらに照明レンズ１４を経て
被写体側に向けて出射される。また、照明された被写体
の光学像が対物レンズ系１５により、ＣＣＤ１６に結像
され、光電変換される。
【００３４】ライトガイド口金９の端面の周辺側部分に
照射された照明光は、ライトガイドファイバ１２の入射
端面１２ａの周りに配置された太陽電池２７に当たり、
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これを受光した太陽電池２７が直流電力を発生する。そ
の電力は電源線２８によって、操作部６内に設けられた
ＣＣＤ駆動回路１８及び信号処理回路１９に供給され、
駆動電源となる。
【００３５】ＣＣＤ駆動回路１８はＣＣＤ駆動信号を発
生してＣＣＤ１６に印加し、ＣＣＤ１６から出力された
ＣＣＤ出力信号は信号処理回路１９に入力され、映像信
号が生成される。この映像信号はＴＶモニタ４に出力さ
れ、その表示面にはＣＣＤ１６で撮像した画像が表示さ
れ、術者はその画像を観察して内視鏡診断（内視鏡検
査）を行うことができる。
【００３６】また、静止画像を観察したい場合には、術
者はフリーズスイッチ２０を操作することにより、ＴＶ
モニタ４には静止画像が表示されるようにできる。そし
て、再びフリーズスイッチ２０を操作することにより、
動画の表示に戻すことができる。
【００３７】このように、本実施の形態によれば、外部
のカメラコトロールユニットを用意しなくても、小規模
のシステム構成で、既存の内視鏡装置の場合と同様にＴ
Ｖモニタ４にて内視鏡画像の観察が可能となる。
【００３８】また、本実施の形態では、ＣＣＤ駆動回路
１８と信号処理回路１９とを電子内視鏡２内部に設けて
いるので、ライトガイドコネクタ８には単にＴＶモニタ
４に映像信号を出力するための電気コネクタ受け２２で
済むことになり、この電気コネクタ受け２２の接点数を
既存の電気コネクタ受けの場合の接点数よりも大幅に少
なくできる。
【００３９】従来例では、ＣＣＤ駆動信号のための多数
の電気接点が必要であったり、フリーズスイッチ２０等
に対する電気接点も必要であった。
【００４０】これに対し、本実施の形態では、映像信号
を伝送する信号線のみで済むため、ライトガイドコネク
タ８に設ける電気コネクタ受け２２として例えばＢＮＣ
コネクタ受けを採用することもでき、この場合には洗浄
可能な防水構造或いは滅菌可能な構造にすることが容易
かつ低コストで実現できる。また、多数の接点の場合に
比べて、接点劣化に起因する電気コネクタの劣化も低減
できる。
【００４１】本実施の形態は以下の効果を有する。外部
のカメラコトロールユニットを用意しなくても、小規模
のシステム構成で、既存の内視鏡装置の場合と同様にＴ
Ｖモニタ４にて内視鏡画像の観察が可能となる。従っ
て、簡便なシステム構成で内視鏡検査ができるので、使
い勝手が良い。
【００４２】また、本実施の形態の電子内視鏡２の場合
には、外部装置、具体的にはＴＶモニタ４に接続する電
気コネクタ受け２２として、接点数が少なく、構造が簡
単で防水構造や滅菌可能な構造にし易いものを採用でき
る。
【００４３】また、ライトガイドファイバの入射端面１
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２ａ周囲の照明光を利用して信号処理回路１９等の駆動
電源に利用しているので、エネルギの有効利用或いは省
エネルギ化できる。
【００４４】（第２の実施の形態）図３は本発明の第２
の実施の形態の内視鏡装置１′を示し、この内視鏡装置
１′は、第１の実施の形態の電子内視鏡２とは内部の配
置が異なる電子内視鏡２′が採用されている。
【００４５】第１の実施の形態では、電子内視鏡２の操
作部６内にＣＣＤ駆動回路１８と信号処理回路１９とを
内蔵していたが、本実施の形態ではライトガイドコネク
タ８′内にＣＣＤ駆動回路１８と信号処理回路１９とを
内蔵する構造にしている。その他は第１の実施の形態と
同様の構成である。
【００４６】本実施の形態の作用としては、操作部６内
にＣＣＤ駆動回路１８と信号処理回路１９とを内蔵して
いないので、第１の実施の形態の場合よりも操作部６を
軽量にでき、使い勝手が向上する。その他は、第１の実
施の形態と同様の作用を有する。
【００４７】また、本実施の形態の効果として、上述の
ように電子内視鏡２′の操作部６を軽量化でき、操作
性、或いは使い勝手を向上できる。この場合、ライトガ
イドコネクタ８′は第１の実施の形態よりも大型化及び
重量が増すが、この部分は内視鏡検査中に操作されるこ
とが殆ど無いので、内視鏡検査中に対する操作性には殆
ど影響しない。
【００４８】また、本実施の形態の電子内視鏡２′では
挿入部５、操作部６及びユニバーサルケーブル７部分
は、既存の電子内視鏡とほぼ同様の構成であるので、こ
れらの部分を共用でき、ライトガイドコネクタ８周辺部
を変更すれば、本実施の形態の電子内視鏡２′を製造で
きる。このため、低コスト化できる。
【００４９】図４は第２の実施の形態の変形例のライト
ガイドコネクタ８″付近の構成を示す。この変形例は第
２の実施の形態において、信号処理回路１９の他にその
出力信号に対して高周波変調（ＲＦ変調と略記）するＲ
Ｆモジュレータ部３１を設け、ＲＦモジュレータ部３１
のアンテナ線３２をライトガイドコネクタ８″に設けた
ネジ穴に接続している。
【００５０】そして、このネジ穴にロッドアンテナ３３
やアンテナ線等を接続できるようにしている。また、ラ
イトガイド口金９の端面には保護ガラス３４を取付け、
ライトガイド口金９の端面を保護するようにしている。
【００５１】なお、本変形例の場合、ＴＶモニタ４には
ＲＦモジュレータ部３１からの電波を受信してＲＦ変調
前の映像信号を生成するＲＦユニットを接続して使用さ
れる。その他の構成は第２の実施の形態と同様である。
【００５２】本変形例の電子内視鏡の場合にはアンテナ
が必要になるが、その他の電気接点を露出しなくても良
いので、洗浄等に対する防水構造にすることがより容易
にできる。その他は第２の実施の形態とほぼ同様の効果*
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*を有する。
【００５３】［付記］
１．前記信号処理手段は、前記撮像手段の駆動信号を発
生する駆動手段と、前記撮像手段から出力される画像信
号を画像処理する画像信号処理手段と、を有することを
特徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
２．前記信号処理手段は前記接続手段付近に設けたこと
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【００５４】２．被検体に対して照明光を供給する光源
装置に接続され、この照明光を内視鏡の光出射端まで伝
達する光伝達手段を有する内視鏡において、前記光源装
置から発生する光を入射する光入射口と、前記光入射口
の近傍に設けられ、前記光源装置からの光に対して受光
面を有する光電変換手段とを有する前記光源装置との接
続手段と、前記入射口より入射した光を光出射端側へ伝
達する光伝達手段と、前記光電変換手段で光電変換され
て得られた電流を内視鏡内部へ伝達する電流伝達手段
と、を備えたことを特徴とする内視鏡。
【００５５】３．前記内視鏡は挿入部の先端に固体撮像
素子を有する電子内視鏡であり、前記固体撮像素子を駆
動する固体撮像素子駆動回路と画像処理回路とを内視鏡
本体に内蔵し、前記光電変換手段で光電変換されて得ら
れた起電力で前記固体撮像素子駆動回路と画像信号処理
回路を駆動することを特徴とする付記２記載の内視鏡。
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、光
源装置から入射された照明光を被写体に導光する導光手
段と、前記照明光が照射された被写体像を撮像する固体
撮像素子と、前記撮像手段の駆動信号を発生するととも
に、前記撮像手段から出力される信号を処理する信号処
理手段と、前記導光手段の照明光入射部の近傍に配設さ
れ、前記光源装置から入射された照明光の少なくとも一
部を受光して光電変換する光電変換手段と、前記導光手
段及び前記光電変換手段を前記光源装置に対して接続す
る接続手段と、前記光電変換手段により発生した電力を
電源として前記信号処理手段を駆動する手段と、を備え
ているので、内視鏡の接続手段を光源装置に接続するだ
け光電変換手段で発生した電力を電源として信号処理手
段を駆動し、固体撮像素子による観察が可能となる。つ
まり、カメラコントロールユニットを必要としない簡便
なシステム構成で、内視鏡検査が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の全体
構成を示す図。
【図２】ライトガイドコネクタの端面側の部分を示す
図。
【図３】本発明の第２の実施の形態の内視鏡装置の全体
構成を示す図。
【図４】第２の実施の形態の変形例におけるライトガイ
ドコネクタ付近の構造を示す図。
【符号の説明】
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１…内視鏡装置
２…電子内視鏡
３…光源装置
４…モニタ
５…挿入部
６…操作部
７…ユニバーサルケーブル
８…ライトガイドコネクタ
９…ライトガイド口金
１１…照明ランプ
１２…ライトガイドファイバ *
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*１３…先端部
１５…対物レンズ系
１６…ＣＣＤ
１８…ＣＣＤ駆動回路
１９…信号処理回路
２０…フリーズスイッチ
２３…接続ケーブル
２７…太陽電池
２７ａ…太陽電池セル
２８…電源線

【図１】

【図２】 【図４】
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